
 

 

 

 

 

 

 

 

＠スポ天ジュニアベースボールカップ 2026 

開 催 要 項 

 

主催：チューリップテレビ 

協賛：JA 全農とやま 
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１．目的  

地域のスポーツシーンを応援してきた＠スポ天。それぞれの夢にむかってがんばる野球少年たちを応援しよう

と、富山県内の小学生チームによる野球大会を開催。元気でたくましい体づくり、チームプレイの習得、仲間との絆

を育む。この野球大会を通して、子供たちの夢への第一歩を応援します。 

 

２．主催  株式会社チューリップテレビ 

 

３．協賛  全国農業協同組合連合会富山県本部（ＪＡ全農とやま） 

 

４．後援  富山市・富山市教育委員会 

 

５．参加資格 スポーツ保険加入の県内少年野球チーム 1～6年生、選手登録人数は 20人以内（厳守） 

 

６．試合方法 トーナメント制 

 

７．日程・会場 

  ▼参加チーム募集（大会ホームページにて受付） 

【応募締切】2026年 4月 23日（木）  

▼抽選会 

【日時】2026年 4月 29日（水・祝） 午後６時～午後７時 

【会場】富山県農協会館 

  ▼1回戦～準々決勝 

【日程】2026年 4月 30日（木）～9月 18日（金）の間で、当該チーム同士調整の上、実施  

【会場】当該チーム同士調整の上、実施 

▼準決勝 

【日程】2026年 9月 19日（土） 

【会場】五福公園野球広場（A）（B） ・・・富山市五福 5区 1942 

▼決勝 

【日程】2026年 10月 17日（土） ※ナイター 

【会場】富山市民球場アルペンスタジアム ・・・富山市下飯野 30-1 

 

雨天順延（予備日） 

▼準決勝 2026年 9月 23日（水・祝）  五福公園野球広場（A）（B） 

▼決勝      2026年 10月 31日（土）  富山市民球場アルペンスタジアム 
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８．表彰 

●優勝  賞状、メダル、副賞（令和 8年産新米 80ｋｇ）  

●準優勝 賞状、メダル、副賞（令和 8年産新米 40kg）  

●最優秀選手賞 賞状、副賞（トロフィー）  

●参加賞     ・富富富パックご飯   1ケース（24パック） 

入善ジャンボ西瓜グミ １０P 

 呉羽梨グミ        １０P 

 

９．大会規定 

大会事務局が定めた競技運営規則による。 

 

１０．参加料 

  1チーム10,000円（税込） ・・・抽選会会場でお支払いください。 

 

１１．その他 

●やむを得ず、他行事や大会と日程重複の場合は、参加可否を試合１週間前までに事務局にご連絡ください。 

なお、本大会の日程変更をお受けする事はできませんので予めご了承ください。 

（調整がつかなかった場合、当該チームは不戦敗となります。その際、参加料の返金はいたしません。） 

 ●途中棄権する際は、棄権申入れ書を記入の上、当該チーム代表者様から事務局にメールでご連絡ください。 

  対戦相手から棄権の連絡を受けた際は、当該チーム代表者様に確認の連絡を入れさせていただきます。 

●参加申込を受け付けたチームは、大会パンフレットにてチームをご紹介します。 

参加申込時にチームメンバーの集合写真をご用意ください。(画質が良い写真をご用意ください。) 

●熱中症対策として、適宜十分な水分補給をお願いします。 

●大会中の負傷・疾病は、各チームで対応を行ってください。主催者では責任を負いかねます。 

●大会パンフレットは、各チーム20部お渡しいたします。 

●1回戦～準々決勝までは、当該チーム同士で日程・会場を調整し、試合を実施してください。 

組み合わせ番号の早いチームが、事前に試合開催日と場所、事後には試合結果を事務局までメールにて 

ご報告ください。2回戦以降も同様にお願いいたします。 

●1回戦～準々決勝までの審判は、各チームのご父兄にてご協力をお願いいたします。 

●ニュース、大会 HPでの掲載などを目的に、選手や応援の皆さまを撮影させていただく場合がございますの 

 でご了承ください。 

●10月 17日（土）の決勝戦終了後に閉会式・表彰式を行います。決勝進出チームは必ずご参加ください。 

 

１２．お問い合わせ先 

 チューリップテレビ「＠スポ天ジュニアベースボールカップ」大会事務局 

【住所】〒930-8539 富山市奥田本町 8-24 チューリップテレビ放送センター内 

【電話番号】050-3318-7777（受付時間：10:00～17:00、土・日・祝日を除く） 

【メールでの問い合わせ】tuliptvcup@tulip-tv.co.jp 

・メール・電話による問い合わせは、代表者が行ってください。 

・父母からの個別の問い合わせには一切応じることができませんので予めご了承ください。 

・1回戦～準々決勝までの試合開催日、試合結果のご報告は、メールにてお早めにご連絡ください。 
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１．試合運営 

（１）メンバー表の交換は、監督・主将が以下のとおり行う。 

▼準決勝  第1試合は試合開始30分前に、第2試合以降は前の試合3回終了時に、バックネット裏で行う。 

▼決勝   試合開始30分前に、バックネット前で行う。 

（２）組み合わせ番号の早いチームが一塁側のベンチを使用する。 

（３）用具・服装は以下を留意する。 

・JSBB公認の軟式J号を試合球とする。1回戦～準々決勝までは当該チーム同士で用意する。（メーカーは問わない） 

準決勝・決勝は、ケンコーボールJ式を使用し、大会事務局で用意する。 

・打者、走者、ランナーコーチは、ヘルメットを必ず着用する。 

・金具のスパイクは禁止とし、捕手は、マスク、プロテクター、レガース、ファールカップを使用する。 

・チームメンバーは同一のユニフォームを着用する。 

（ただし合同チームでのエントリーにより異なるユニフォームを着用することについては例外とする） 

（４）天候悪化の場合は、大会事務局で試合続行可否を判断する。 

（５）グラウンド整備は、試合を行った両チームで行う。 

 

２．試合方法 

▼1回戦～準々決勝 

（１）6イニング1時間30分とし、経過した時点で新しいイニングには入らず、そのイニングを最終回とする。 

（２）最終回で同点の場合は、最終回に出場の選手9名ずつでの抽選により、勝敗を決める。 

（３）コールドゲームは、3回終了時に10点差、4回終了時に7点差以上の場合に適用する。 

（4）塁に走者がいないとき、投手はボールを受けた後12秒以内に打者に投球しなければならない。 

違反した場合、球審はボールを宣告する。 

走者がいる場合は20秒以内とし、その都度ボールを宣告する。 

（5）1試合で3回以上バッターボックスから体全体を出した打者にはストライクを宣告する。 

（6）天候により、試合継続が困難になった場合は、4回まで終了していれば試合成立(コールドゲーム)とする。 

  また、4回まで終了していない状況で、天候により試合継続が困難になった場合は継続試合とし、後日、停止した 

時点から試合を再開する。その際、停止した試合に出場し、他の選手と交代して退いた選手は継続試合に出場する 

ことはできない。 

 

▼準決勝、決勝 

（5）試合は 6 イニング制で試合時間の制限は 1時間 30分とする。1時間 30分を経過した時点で新しいイニング

には入らず、そのイニングを最終回とする。 

また、試合途中に試合時間 1時間 30分を経過することが予想される場合、主催者側から事前に最終回のイニ

ングを宣告することがある。 

（6）最終回の 1つ前のイニングが終わった時点で同点の場合は、最終回より無死 1.2塁からの特別延長戦を行う。 

  ・前回の最終打者を一塁走者とし、一塁、二塁の走者は順次前の打者とする。 

  ・勝敗が決しない場合は、次のイニング以降も継続打順で行う。 

（7）コールドゲームは、4回終了時に7点差以上の場合に適用する。 

競 技 運 営 規 則 （2026.4.1 現在） 
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（8）塁に走者がいないとき、投手はボールを受け取ってから12秒以内に打者に投球しなければならない。 

違反した場合、球審はボールを宣告する。 

走者がいる場合は20秒以内とし、その都度ボールを宣告する。 

（9）1試合で3回以上バッターボックスから体全体を出した打者にはストライクを宣告する。 

（10）天候により、試合継続が困難になった場合は、4回まで終了していれば試合成立(コールドゲーム)とする。 

   また、4回まで終了していない状況で、天候により試合継続が困難になった場合は継続試合とし、後日、停止した 

時点から試合を再開する。その際、停止した試合に出場し、他の選手と交代して退いた選手は継続試合に出場する 

ことはできない。 

 

３．審判 

▼1回戦～準々決勝 

（１）当該チーム同士の調整の上、決定。 

▼準決勝、決勝 

（2）富山野球協会の審判員で対応する。  

 

４．その他 

（１）試合運営、方法の変更等の連絡事項は、各チームの代表者を通じて案内をする。 

（2）選手の肘・肩の障害予防として、一人の投手が 1日に投球できる数は下記の取り扱いとする。 

  ・70球以内（小学 4年生以下は 60球以内） 

  ・試合中規定投球数に達した場合、その打者が打撃を完了するまで投球できる。 

  ・ボークに係らず投球したものは、投球数に数える。 

  ・牽制球や送球とみなされるものは投球数としない。 

（３）試合開始 30分前までに試合会場に到着していないチームは、試合を棄権したとみなし、不戦敗とする。 


